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　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　 　 　　 的

　水が不足が ちな天水田で の収量改善を図るため には耐旱性の 高い 品種の 導入の 他に肥 料の施用が必 要

である．しか し，水不足条件下にお い て 耐肥性の 良い 品種の 姿は現在，十分には明 らか に は な っ て い な

い ．今回の 実験で は 、天水田で の 施肥に適する品種特性を明らかにする こ とを目的とし，草 型の 異 なる

品種 を用 い て ，水分条件，施肥 条件 を変更 して 栽培 し，収量お よ び収量構成要素 の 比較 を行 っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　材 料 お よ び 方 法

　供試 品種 と して 98年度は極短稈穂数型の IR24，長稈穂重型の BG19 ，短稈穂数型の 中生 新千本，長稈

穂数型 の Nep　Vaiの 4 品種を用 い た，99年度には IR24と中生新千本の 2品種を用 い た，水分条件と して

98年度で は，十分給水する湿潤区と，移植後 2週間 目以 降給水制限を行 う乾燥区とを設けた ．99年度で

は，乾燥区のみ を設けた．施肥条件は窒素施肥量を 0 ， 3， 6g ／  の ように変更 した ，これ らの条件

を組み合わせ て ，3 ブ ロ ッ ク分割区試験法にて 栽培 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　 果

　収量は湿潤 区で は
，
BG19 以外の 3品種は施肥量が増える と増加 した．乾燥 区で は IR24と Nep　 Vaiは

施肥 によ っ て 収量が増加 したが，逆 に中生新千本 とBG19 で は収量が減少 した，また，湿潤区に比べ て 乾

燥区で の減少程度は
，
IR24

，
　 BG19

，
　Nep 　Vaiが 3 割程度で あ っ た の に対 して

， 中生新千本は 5割も減少

した （第 1図）．収量の 変化 は
，

どの 品種で も籾数の 変化に よ っ て 決定 して い た （第 1 表），第 2 表 に よ

り，IR24は穂数及び一穂籾数との 問に高い 相関関係が認め られ た．　 Nep　Vaiの 肥料反応がIR24ほ どが大

きくない の は登熟歩合の低下に よるもので あっ た，同様に中生新千本で の乾燥条件 における反応性の 低

さは
一

穂籾数が低下 した た め で あ っ た ，水ス トレ ス を最 も受けや すい 時期にお ける部位別乾物重 の 推移

を第 2， 3図 に示 した ．最高分げ つ 期頃は全体 を通 じて ，IR24の 方が生育が よい こ とが認め られ た ．出

穂期にお い て は ， 両品種の 全乾物重の値は ほ ぼ 等 しい が，全乾物重に対する葉鞘が占め る割合は 中生 新

千本の 方が高 く，中生新千本は栄養生長が旺盛であるに もか かわ らず，収量生 産の効率が低 い こ とが 考

えられる．気温 と葉の 温度との 温度差の 品種や処理の 違い を第 4図に示 した．どの品種で も施肥 条件間

で 有意な差 は認め られなか っ たが ，IR24は，湿潤，乾燥条件で最 も高い値が得 られ，特に乾燥条件の 値

一 35一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

日本作物学会東海支部会報第130号（2000）

は
， 他品種の 湿潤条件の 値 を上回 っ たこ とか ら高 い 光合成滔性が維持で きた と推定 され た ，以上 の こ と

か らIR24の よ うな特性 を持つ 品種は水不足条件下 で良好な耐肥性を示すと考えられ る．

第 1表　精籾重 ／ m
’
と収量構成 要 素 との 相 関 関係
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第 2表 籾数／   と収量構成要素との相関関係
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　　　第 1図　精籾重の 処理 に よる影響
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第 2 図　最高分げつ 期 に お け る部位別乾物重 の推移

　　　　 （1999年 7 月10日か ら20日の間）
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第 3図　出穂期に お け る部位別 乾物重 の 推移

　　（1999年 8 月24日か ら 9 月 3 日の 間）
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第 4 図　飽差補正済葉身温気温差の処理 に よる影響
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